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ハワード・ハシデルマシ著

一一ーでルー民民の政治的動［＇， -J 

『アンデスにふ、ける闘争

Howard Handelman, Struggle in the Andes: 
Peasant J'olitical .¥fobilization in Peru, Austin 
& Iパmelon, Uni¥・ersity of ’fexas Press, 1975‘ 

~. xvii十303p. 
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ベルーでは，軍事政権下の1969年以降犬規械な農地改

革 土地再分配一一ーがすすめんれていλが、軍事政権

をしてこのような農地改革の実施にふみさFらせた要因は

なにか。これは60年代前半のシエラ（sierra，アンデス街

地〕に起こフた， 一；巴η組織化＇： JIた農l＼＂＇二上る土地； li 

拠の闘争を抜きにしては考えられない。著者は，シエヲ

のいくつかのコムニダー（comunidad，農民共同体）の実

漫調査を通じて，；：'U(•/p政治自（J\f~りはと地以；j命令の近代fr,

の程度，社公的経済的発展段階との相間関係を考察して

いる。著者ノ、ンデルマンはヴィスコンシン大学助教授で

政治学者。

本書；土子守サス大手フテンアメリカ研究所のラテンア

メリカ・モノグラフ・シリーズ No.35として刊行され

た。本去の溝成は以ドの通りコある。 1. ／与京、 2.ベル

ー：二j品川会， 3.丘、統的なシエヲの社会防ii';,4.干L会

変化と伝統的社会の崩嬢， 5.農民は土地を獲得する，

6.農民｜μ目立の成長， 7 農民動員の社会的十ll凋物， H

農民動員の一つの理論， 9.農民同と国の政治体系， j(I

終章：農民は農地改革を待望ずる。 1～4章は主として

シエラの農民運動の背奈の説II）］であり， ら， り章で農民

の土地j獲得繭争のIJ(l)fj，農民hl織の発展をたどる。二こ

までは既存の文献に基づくものである。 7, 8章が内終

的に本容の中心を占める部分？？、存者自身の実態調査に

基づいて民民動員とjfut1｛社会川竹j各に関一jーと，iU説をtt起

している。最後の9章， 10章は補論的な｛！／.置を占めてい

る。

ベルー lノJ：／エラ；よ I;~地改革i'11J;こ；土アシコ二〆グ（hacien

da，半封建的な大土地所有〕が土地の大半を占めていた

ことで知られるが，農民の約4分の 3はアシエンダの領

域外のコムニダー（ノいってはコム二ダー・ fJ ディ，...＿十

＜土着民共同体＞と呼ばれたjに住んでした。大多数の
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コムコエダーは十分た土地を有せず，アジョンダとのnuに

土地をめぐる紛争力：絶えなかった。 1961～64年にシニ仁ラ

の各地で起こ 4 た，コムネーロ（comunero，コムニダー

の農民〉によるγシエンゲの十土也の占拠がその頂慌たな

すιのであったη

通常ベルーのシエラの農民はインディオであり，その

社会はいわゆる「伝統的な」社会であるとされる内しか

しt+l!Hr二よってかなり状祝は異なり，／てラ南部では伝

統的なものが根強く残っているのに比して，シエラ中部

では近代化の波におそわれて伝統的なものは大きく変容

したり絞者の地域行主コムニゲーのfll＇：にもスベ f＞語

を話し，文字の抗める者が多く，国民文化，国の政治体

系にかなりの程度統合されている。これらの住民をイン

ディ寸正区百！JLてチョーロ（cholo）とl呼ぶ。著者の消査

対象仏土りあt）られたのは，シエラ南部のクスコ（（、日z-

co）県のインヂィオのコムニグーおよび中部のホウニン

(Jun in）県お iこびパスヨ（Pasco）県の千ョーロのコムニ

ダ－ (:t，；十41でふるc ホゥ二；およびノLスコのコムユゲー

に近代化をもたらした主要因としては次のことがあげら

れる ？世紀の初日九にこのi也t・xに外資系のセーロ・ヂ・バ

スコ（（‘erro山 Pasco）鉱山会社が設立され銅の採掘が

始まり， 19'22作には精錬所が操業を開始した。会社は鉱

山お上び精錬所の労働力を況隣のコム三ザーの農民に求

めたわ ！；三民は二う［た経験全通して，それまで交流のな

か〆った他のコムニダーの農民・や都市労働者と連帯し，階

級管識者rもつようになる。竺のように鉱山や精錬所で働

いた経験、をし））；号］止の問か「〉‘成｝年fl;;の農民運動の指導

者が出現した。さらに鉱山会社はこの地方に広大な土地

を獲得し，大規械な羊の牧場を始めたη この牧場におけ

る近代fド弘非人終的な経？可－JJ,¥'.:1土， 111来のアジエ〆ゲの

伝統的な秩序をつき崩す役割を果たした。

シエラ中部と南部とでは農民の土地占拠闘争の様相，

その成果，政府の対応がかなり異なる。 Lji部では成l（の

政治的動員は主として経済的要求と結びついたものであ

るが，南部においては永年にわたって抑圧され続けてき

た fLディオ伐］（en, f'cl人ti:'、しメスティーソ（混血〕

支配層に対する反乱という様相があり，より根深い歴史

的背f去を有するものである。もう一つ，村落外部の指導

者と州通わり Ti正l地域の農民運動のj齢、が指摘されとい

る。遅れた南部の農村では農民を組織，動員するには外

部の指導者が必要であり，ウーゴ・ブランコ（Hu巨O

Blanco）に代Jえさ;11る左翼急進派のす｛がその任にふ止っ

た。一方中部では外部からの組織的援助をそれほど必要
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こしなか.，＇こ〉え，そぴ） l也械の農民に影響：Eも.，た政／fl

[I]体は， f::':1,t／己翼，IJi¥PRA (,¥lianza Popular lfovolu-

cit’nari乱 Ameri,・ana; .to主U・ 去守＇7；..ト大統係自身の政

ι大味tii引’Ii'.：ごあ ιfごっ こ1l ；，♂ド＇＇：？！；ミ d1+,1H'ifとLてjf正

r(Jo) たt1.c：ら‘ ：'ii,';1γCはiJ1MLi京が土られたのに対してiHn, 
：＇：土 l,"HI':乙の記ii' ；；協がわなわれどι ，1,f司＼0）コムニタ

・-Cl）場介：J,l,11,¥l L .'~ U也士そ♂）／をもf'{J＝＼し長けたf!,11が多

l 、
, lご

II 

i;i; 7 ＞＇｝ご、 ｝干目白与の，J;j~結果に；心パ、 L，コムニタ

山政治：＇iJJ1JJはと r1:；，：経済的発IJにの ・t()'jtとしつIn間関係を

汚涼しくい〆むつ c'.l¥J白1社寺lとな J Jた41し＇） 二iム：守ーのうち

'.!IがIi（卜斗代打JWJ.ニア／エ／ケ（／）・i:l也i1,Jii土i'iなe ) ！こ車五！111

dT すー：~＇ .li,JtI:，工l川沿fいこ行なわjLiニ。

寸 ？に）；：［了fl'):iT＼＇＼＇で‘ ）呉氏、J 〕政；~，； 1'0助 tlの Jl；ヵ； •） とれ

J土、そ山lJl!J'.，ふI）十｜二n'lJ経済i’i'J発）j巳む；) ，；，準と’井t誌にキ／；ひ， ) 

・,. C ＇.、ると、、うは俳が rH.'2';t1ごいるが， ¥iiiもこJしにし

どが l し r 之.＇cーのシ L ヲし，，コム ヤーのut;f,nり！五｝J[i；土

Jβコムニ v ：／）社会宇佐吟lt'Jt,色IJ（，りt)(i:¥t.t；上じタト ＇Nとの

J左削！日ll主山と」f；＇）＼川l.:'1問（ふがめるi/Jではなし、か，という

h¥!ilをとぐ＇ i, 二こで，，、う政d,I下j匝}Jtlとは‘ i主体it'-Jfニiエ

u也，1i拠と町；：H｛組f-,u>Y•IH後fじふ〆υ 、 t 土地滅的／，；＿ IJをl\:lr>J

1,:1ノ －u,JJ:11:U ~ ，、ぅ l, 実をさ寸。コムニケーの ti 会的発）J'~

し／）ノlくi(ic：士，j、一；j出禁としごi士、 ス，，イ J rl長を日，f，すコム子』

1.1 Ji¥(‘.＇j、γ校に通う I）己宣t数， j最下1町内放jJAあけらJL，経

滅的発／J「、山.ck，詳を示す J'R'!!llとして；土竜む｛！このち無，その

コムニ二 ＇！－；＇）， 子fスト ii ト（行政村）:J 'q，心前1r舎に指1ι
5れて・，＇心 J,,ti，；ヘコム二 7一外Jトら農業労働者を）tlffi1

する d・?dJヘ ,¥11；こは－J-＂ミ！，日純正，）;iifょと L、，たものがあ

けられら－ ,;i&Jft砧尽力、fパリ！ム／いにな：にことは，はじめ

ハ干測しこ「止ー－ ti :'?ii'.J （，をIJじの，j(ij主Ei文if,1Y J l!i!J lL td'i!i的

拾l1(u，水司Eと政治がJi!?!Jt)v〕唱、ずれにPt！しごもiえのHJIV,JWI

{,Yd);fJ三Aするという二とひあ／》fこ。

次に外＇r，〔 とのtt~1！の度「「土政治的動i) との関係はどう

か。 {z此 it'.Jた寸ムニトーが外部のLit'Iトか下＇－！Jliρ：しい色 Jふ

ことが．！九l¥':(I ,it if;(1(J！日JllにとってJたる降誌にな， s 亡

し‘心こ R'i；二与えらjLる点寸士二してそう古河ここでι「’

:ti:1.：二以L-c, 外界このJ左骨j：の！';t｛，とllkif,IYJ!J:リJnJ:: UJij耳；二

；士十↓l間関係が1f{i:I＿なL、とレうあ！；当さがll＇，／二。辛i古はさん

につムニケ＼ーし，，1r1w1：ゴ）政if,(1ヲ？長j支と比；f;!t(JlfiJJL1お上u

社会的経i斉［ドJ4tiJ＇：どの関係に／八、ても行記：をすすめる。

その結果、 mヰr,-,1〕政治的台、J住れと 1人てケーの政i台（｛］

雲評

ij,)JjえとのF&Jには予怒i極り TI：の相関関係があるが，社会的

経済的発展水準の高u、コム二ダーほどその指導者は急進

的土なろうという持者自の予恕ははずれて，両者のi出には

れの州場関係が存在することがわかった。すなわち発展

の遅れたケスコのイ／ヂィオのコムニダーの指導者O))j

がより急進［のであ v ' fら

このような事実をどう説明した九よヤか。若者は第8

章で，地域社会の竹格と農民の政治的動員との関係につ

いてユニーケな仮説を長起する。彼は地域社会合 l）伝

統的なコミュニティー， 2）杉行段階のコミュニティー，

3）統，1されたコミュニティーの三つに分け，社会的経

済的経！長に伴い 1）から：nへ捧！i次干名行するものと台え

るc そして地域社会の社会的経済的発／JQ，すなわち近代

化と農民の政治的動員の間には凶線的関係ではなくてilll

線（！なな関係があると主張する。すなわち l）の段階では

まだ政治的動liは起こりえh',、が， 2）の段階になると

ぷも起こりやすし、状態になる。：nの段階では， [Nの政

治ンステムiこ｛，11:、自のに参加する道が｜掛かれているため，

政治的動はが起こる可能M：は減少する。者者の調査il!i'点

では I）に該＂'iするようなコムニダーはほとんど残.）て

おんず，最も伝統的とされるクスコのコムニダーが 2)

の段階にあり、より進んだ中部シエ7のコムニダーは

:l)の段階にある。したが.，て調査データの示すところ

はniJU：の曲線的な関係の企部分に過ぎないとし、うのであ

今〉。

次にtlh線ft'-Jtd主H系をnlえり立たせる要国として，コムニ

ヤー1J必i¥O）連帯性と，農民ーの外部校界に対する認識の仕

方を検Jfするc 内1郊の連帯刊に関しては，宗教構成，ケ

チォア訴を話すずのお）（；－－， 士地保有の平等さ等をお擦に

Lているc これによると l）お上び 2）の段階にあるコ

ムニゲーでは内部の連帯りは強レが，：nの段階になる

正これカ・弱71:'' －亡し、る。外部世界の認識に関しては， 1)

♂Ji官民うCはまだタト ＇Nとni([Hを（t(Jお：J長内1！はなく，！日H1UI-J＇受

動的に4受ft容れノ7.,(1）みであるが， 2）の段階にあるコム

ニ勺ーの農村は，外界との接触によって政治的経済的に

搾目立されていると L勺意識を訂L，不満が強L，、0 ・：J）の

段階になると‘市場経済， J雇用機会などを通じて外部世

界と密接に結びつき，外部との政治的経済的関係は 2)

のぬf，よりも良重子なためi:tf'止の不i荷は少なし、。

告11はそこぎ次のように挺示する。コムニダーの農1¥; 

の政治的苦手！JlJ，が行なわれるためには二つの条件が必要で

ある。第ーにコムネーロが外部［ll界との接触に関して搾

）［.（されてし‘るという意識を有すること。第三に集団とし
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て政治行動を起こすのに必妥な内部の;Jj：帯性を｛忌民し亡

いることである。このこ一つの条件を飢えているのが2)

の段階のコムニ二夕、ーであるの地域社会の社会的経済的発

l長の7}(4l,およひ外部世外との波紋の俊一（，v、を1£1!¥t：変数と

し，政治的動Li全従属交数とすふとぎ$ I J己，Tl , ) ：土，，；，，

/f i, 11¥lf「j：：）りじが；で，＼，三、，，

地域社会をとリまくご2 アイ Fシラ fオ（大u鹿市in

の型心！；＿'l,l ¥'.; !Ji)J,[c~ のあ I）んーに影訟〉を I］λ る要lkl こしょと

リあけられる。す／j_オゾノ伝統的な封建的なアシ 3 〆ヤ／／a

存イ［する場よれラァ「 7ン＂r,f寸が存右しなし、j弘（i', qt 

資本主義（t']tιtt'fij J）ラテ rゾンテ J寸A斗’tfr i心ゆ：， 子，－ cl)

iつの型に5-j：「，それぞれに的述山地域社会の三つの1111

全；市じさせて九つの力アゴ ＇）－， こすI主iじ，政治的車）jはと

の問i生全考点している。これは三（｝りヘー J ；こi；迎式化ミれ

てL、るので、 二こで；土説明をすJくっ衿Iic7 ,,J見交均等ととさ

オLT，こコムニ二夕、白；士ゴVコの千JFゴ 1）ーのう月刊つを力 iゲ p

ーする；こ過さf;＇，、が， これらの宇和lをi虚しじ ーっのlU，ム

)J£t士会がk、，，；，tよる；th¥tのもとぞか心力 yゴリ一九バ》iJ'Jv>

カ子ゴリー，，［（fijするか＇（ ：：＇；す；てし’ U ' 

Lぢ9詰ーではi斗の政治体系，，のちょお；！にll'J;：，庶民tノ｝佐佐

士論じて，；1:{1しf二i'ii;':ilc'l ム ケーノノjじ・！：；(Iーがii'ih＇的，

否定的なのは， よ＼ドわれるように伝統（1〆ーパミj(;UJ//l］に

び没する宿命論υたので；土なく、 1とし亡はがj'JJfJ:jUI /I~ 

等t二対するJ:11/F(tJiill;「±・／）結栄としくfとしたも山ごいと二ど

しどし、五。寸（dif,_ Jト~， ζt'H也改 y；土下j せと l ／ごe 、－； -'; 

ンチ政iffiによ，Cヲ 11:ttし＂）JJ,e治liJ!l!hiえが］！iiiL 与~L、J]I’l
された経験か，・，‘ 二1 ム一二乍一のH-lヰ母 ff 治， 1,止d,1会江i：；二 ~r し

て消I虹的にfよる〈／〕は無i虫もな

ム1終章で：ti'. 土4 ケ一 fl 一 i江じ＇），、ラスコ攻権の~·u血i吹I｛ ' 

を詳し、そのi占i則的な，，；：，，；土認めながらも， JJl{f:vJ仁うに

政府の役人に上る kからの操作がす J ごご士i!t定して. 11 

-1-11:（むな良民の政治参！Jilが午、、 ＇） ,, i土真s'J11,¥(rfJ；土j;}r, ;j Lti-

いであろうと詣＇｛守している。

E
 

問題点をあげようっこのぷl:'t.:はコムニゲーによる上地

占拠闘争後 5,q主主っと1%"1年に行なわれたものであるの

汗若の主要なうこ－ ＇？であるコムニデーの社会的経済的存E

M水準と政治的引民のね！間関係を論ずる場f，，ここに

つの出l越が生寸る。すなわち、政治的露hltを経験するこ

とによずにどそ lハコムニゲーの社会的経済的条件はかなり

変化を J受けたであろうことはト分身えんれら。したがp

て政治的百社•,1(1fと経験したコムニターとそうでなνコム二
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ゲーとの照に認査時点でみられた差異；主、動員開始時点

におし、亡は存f生Lなか ＇tこかもしれなし、c このことは若

干千円身も問題点とし亡認めてヤるが， これは本書の根本

命題にかかわる虚大な点だと思う。

iJ~に．乾 Itのし、わゆる i 1ll1最/itfl'J関係iであるが， I ) 

(I >t"-:C:i黙の伝統的t（コム二ケーが60可：｛むにはほとんど残〆》

ぐ」、なか r Jたに久カ，;(i,Jげ〉す，そうし、 ：！ もの ｛＇，：＿ 前提土［

-: i:ヲー 11,－をpむとLてL、－c,勺らO{!-f¥::J'J/11jOlンエラに_J-3L、；

「十ぅyに七、統l’！なたiτムニヤーがはたLて存ιLfこか‘

主／こ i伝統的！と 1ぜ寸〉れる点灯の実態はどの上うなもの

か，さらiこ検.t-tが必要であろうの済Tl；主シエヲに広範な

れ会経済変化が起こる仰｛ff＼；；以前に大規模な政治1¥J1lt!Jd

が起こらなか♂ z たと十う，~：実，お上びより遅れた（伝統

的fr_) Y＇／ 工〉ケのコロノ（colonり， f余波）に閉しては60

'f-fにの政治·10t~Jn t，ごくwられたt，〆りであ〆〉たとしうす1

'1-i合さしご‘ 主｛；のT屯，i命そ傍;uE寸之＇ 'I,のと Lどいるが、

二）Lt＂けぞi士f二十分でf払ろう。

民地改，・，手：土！呉氏のffic/f;((.J持jflとの関係にJ丸、て， I , 

J也Uヲ、I＇下：：な分阿己奇， iミJ｝！ナど、 F とiこ仁 y一C，＇五百ヲ（1(Jな）九i(: t 

j'吟：＇iJ’戸、

ン（Hunlinにton）の戸免？そtll:'j'I］し一て． f1'lミ乙川本命的潜f’iヅj

t.;:, IJ｛！也｛，：i

カイ！ヰc,u士治「f-J"i、子；j守1'1(J（＂ドデ匹；こ i!Gf「ごZ；／！，ど〉ご）」 iこ工つと減

一「；：，土 i 長す；：，、 rH は t:'PH1tY,c,T，：土 ！~l＼：の政治的弱1UJ

f'(il、ろとめの必要条！’iC' 1, I ";J条ftーでもない土いうが，

それでは民地改方｛？行なうこしの；｛＼義はいぺたし、万三 l三

（ちと＇（ f）かr ,< ,1, －－，／己「うの上うにけ主所千了に苦Lいが

均衡が｛F(Lすご》去二λ？；土，呉氏が国家のf*,;fに卜分に

L王子， ＿＼；れるためには、！；＇iJill,i3)(i］＼による l:r自の適正な分再己

が，必要な条fキではなか九うかのアEたコムてケーがj豆11:.:H：今

会に統（；－ 主れる二とが、将来にわた J 、ても i；出廷の急進化，

F主汗；（iJ:liJJi｛を材上位？：するもの土νえるかどうか， この点主

疑［l¥Jなしとしない。

この上うな問題点はあるにせ上‘本古：は農村地域柱会

の社会的経済的発1廷と茂民の政治的苦手Jqの関係というき

わlht，魅力的な子ーマに取り組み，ヘルーのうヱラにお

け入許／＇i自身の刈f王子、 ヲの分析を通してこLニーケ t;_U,,_

J止を民inL てレる，，~： ii'. ，；；ド価したい。この仮説のだ－＇＇Htーの

｜全両1Ei士今fをの｛i)f'it主主たなければならなLυ

(;;/,',! F仁研究 （~＼ { i )! f：〕
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